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様に正常に孵化して 1齢幼虫になったが、その後 90%以上の個体が 2齢幼虫で発育が停止した。
nobo RNAi個体内の 20E量を質量分析法によって調べた結果、対照群の個体からは 20Eが検出



















するために、昆虫 11種の遺伝子データベースに登録された 277個の GSTのアミノ酸配列を用い
た分子系統解析を行った。その結果、nobo のオーソログはハエ目昆虫だけでなくチョウ目昆虫






               審   査   の   要   旨 
 
ステロイドホルモンの生合成調節の分子メカニズムの理解は、基礎科学の側面のみならず医
学などの応用的側面からも本質的な課題である。今回の著者の研究によって、昆虫のステロイド
ホルモン生合成を制御する新規 GST遺伝子が同定された。GSTの機能として、細胞内に入った
毒物に対する解毒代謝の役割がよく調べられているが、生体内在性分子を生合成あるいは代謝す
る役割はあまり知られていない。また、ステロイドホルモン産生器官におけるコレステロール動
態調節の重要性は以前から指摘されていたが、その制御に GST というまったく予想されてこな
かった遺伝子ファミリーが関与することを明らかにした点でも、著者の研究は新規性が高い。
Noboの基質が未解明なのは残念であるが、本論文で記載された今回の成果は発生生物学、細胞
生物学、そして生化学などの広い分野に十二分に意義のある新知見をもたらしたと評価した。 
平成２７年２月３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
